
「玄海学園 運営協議会 授業参観」１０/２６（木）市教委、岬コミセン、ＰＴＡの 

皆様に授業参観いただきました。子供たちの学びについて、ありがたい感想もいただきました。 

 
 
 
 
 

 

〇「先生と子供が双方向のやり取りをして学んでいる。みんなが授業の中心に見えた」 

〇「タブレットを活用して調べ学習、説明を行うことができていた。集中の切り替えができていた」 

〇「一人一人の学びが深い。遊びのきまりや、行事など、学校がワンチームで運営されている」 

 
                        

 

 

 

 
宗像市立地島小学校 学校だより１１月号 

令和５年１１月７日  校長 高橋 茂 

〒811-3511 福岡県宗像市地島428番地１ 電話（0940）62-1171 

子供たちを中心として 
 日頃より、地島小学校教育活動へのご理解、ご協力に感謝申し上げます。子供たちは、自分の目標

（なりたい自分）をもって学びつづけ「学びの地図（学習の見通し）」を自らえがいて、力の高まり

を実感し、「たくましく、考え、つながる姿」に少しずつ近づきながら、元気に過ごしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【→ １０月２３日～ 

  ２７日 玄海学園 

  あいさつ運動  】 

 玄海中生徒会の皆さ 

 んとオンラインで、 

 目標確認しました。 

地域、保護者の皆様も、朝の元気なあいさつ交流、ご協力に感謝申し上げます。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

【 １１月１１日（土） むなかた子ども大学の日 】 
 「むなかた子ども大学の日」は、以下の２点を目的とし取り組みをすすめていきます。 

●ＩＣＴを活用して探究的に学び、目的や相手に応じて自ら情報を収集・選択・編集し、自分の

思いや考えを表現する資質・能力を育む。 

●小中一貫ＣＳを推進し、校区や宗像市の人、もの、ことを発掘、活用し、社会に開かれた教育

課程を編成、実施することを通して、考えを深めたり、視野を広げたりする。 

 当日は、地島の椿にスポットをあてて、宗像市コミュニティ推進課、九州女子大学のみなさん 

の協力を得ながら、「椿油レシピ」の開発を行います。調理実習、試食（１２時頃～）、意見交流 

会を予定しています。また、「地島山笠」を題材に、子供たちがテレビ番組にまとめたものも披露 

させていただきます。 

※ 椿油レシピや、地島山笠番組については今後も機会を見つけて地島の皆様にも披露したいと 

 考えております。 



【体育科学習、跳び箱、１１月はマット運動にも 

取り組みます。技を高める子供たちです ↓】 

 

 

 

 

 
               

【ＧＴをお招きして、椿油について学ぶ子供 
たちです。地島の歴史も実感します  ↑】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【↑保護者の皆さんにご尽力いただき、実現した「ろこぎ体験」と「魚釣り体験」です。お天気も良 

く、地島の自然を満喫し、漁師の方へ憧れや、尊敬の気持ちを高めることができたと思います。】 

☆ １１月以降の主な学校行事予定  ※ 状況により，行事の変更を行う場合もございます。 

11月 6日（月）椿油工場見学（午後）             23日（木）勤労感謝の日 

7日（火）椿油学習 手紙配り           24日（金）11/11むなかた子ども大学の日の代休 

10日（金）ブリッジ（白浜）            29日（水）離島学校子供交流会 リモート 

11日（土）むなかた子ども大学の日         30日（木）書写指導 

   15日（水）玄海学園研修のため 下校13:15     12/1（金）タグラグビー教室 手紙配り ＳＣ来校 

16日（木）読書指導                   4日（月）委員会活動 

※19日（土）玄界秋祭り（児童作品掲示）          5日（火）宗像区体育授業研修会（午後） 

20日（月）性と権利に関する学習56年             6日（水）4年生チャレンジテスト 

  ☆ 11/20 宗像市子ども権利の日              9日（土）学校の日 餅つき大会  

21日（火）職員会議                      21日（木）給食終了 

22日（水）魚さばき教室 なぎさ帰省         22日（金）２学期終業式  

 先日「漁村留学を育てる会」臨時総会が開催されまして、令和６年度、漁村留学生募集の方針が確認され 

ました。その会の中で、①「学校との連携に課題があること」や、②「学校の基本姿勢に疑義があること」

といったご指摘を受けました。 

①の点につきましては、連携について具体的な課題を把握した上で、話し合いをすすめ、家庭・学校・地 

域が分担したり、協働したりして教育活動をすすめていけるよう取り組んでまいります。 

 ②の点につきましては、まずもって、「学校は子供たちのことを最優先にしている（子供の気持ちを一番に 

考えている）教育機関である。」ということをご理解いただきたいと思っています。加えて、子供たちに対し 

てより良い教育を行うために「教師を取り巻く環境整備について緊急的に取り組むべき施策（提言）～教師

の専門性の向上と持続可能な教育環境の構築を目指して～ 令和５年８月２８日 文科省」をふまえ、「真に

子供のためになる」業務の適正化、働き方改革、勤務環境整備に取り組んでまいりたいと考えております。 

※提言等の詳細は、文科省ＨＰをご参照ください。 

※ 学校だよりや、学校の様子は、「地島小学校ＨＰ」にも掲載しています。 


